
 

 
 

あなたの理学療法士の経験を途上国で活かしませんか！ 

 

 

 

 

 

 

↑(ベトナムで活動する理学療法士隊員) 

JICA 海外協力隊は、開発途上国や、中南米地域の日系人社会からの要請に基

づき派遣され、現地の人々と共にその国や地域の課題解決に取り組みます。長期

の派遣期間は原則 2年間です。現地では、異文化社会における相互理解も深め、

帰国後は、日本や世界で協力隊経験を生かした活躍が期待されています。 

 

JICA は、これまで世界 99 か国に 5万 5千人以上の隊員を幅広い分野に派遣し

てきました。 

理学療法士では、2023 年 3 月までの間に 64 か国に 652 名が派遣され、現地で

患者への理学療法、CBR（Community Based Rehabilitation 地域社会に根ざした

リハビリテーション）活動の実践・普及などを行ってきました。 

★理学療法士隊員って、一体どんな活動をするの？ 

現在相手国から要請されている内容の一例をご紹介  

 

   

 

 

 

 

 
要請内容の 

詳細についてはコチラ！ 



 

 
 

県医療福祉専門学校（福井市）の講師の小林義文さん

（1983 年度 3 次隊・マレーシア・理学療法士）が、理

学療法の国際学会による四年に一度の表彰「リーダー

シップ・イン・リハビリテーション賞」を、日本人とし

て初めて受賞。小林さんは「途上国の福祉の現状を見た

のがきっかけであり、原動力だった。これからも関わり

続けたい」と話した。 

※参考：https://www.chunichi.co.jp/article/708361 

 

★「JICA 海外協力隊の人とシゴト」より 

【経験者の声】 

 

名前     百瀬 友美 さん  

職種     理学療法士  

派遣国    スーダン 

派遣期間   2013 年 3 月～2015 年 3 月 

 

詳細はこちら ⇒   

 

★百瀬さんが JICA 海外協力隊で得たもの 

「理学療法というものを再確認したい」「自分が何の役に立てるのか試したい」

というモチベーションで参加した協力隊。その目標は大いに達成できました。さ

らに、今後自分がどのような理学療法士として生きていくのかというビジョン

まで見つけられたことは、協力隊に参加した大きな収穫でした。 

 理学療法士は、患者さんの生活をガラッと変える力を持つ仕事。痛みが取れて

生活が良くなる人もいるし、ちょっとしたアドバイスで新しいアイテムを取り

入れて一気に楽になる人もいます。これからも、「その人にとっての幸せってな

んだろう？」と考えながら、患者さん一人ひとりに寄り添っていきたいです。 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

2023 年 6 月 

JICA 海外協力隊 

応募はコチラ！ ⇒ 


